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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ 
しゅっぱん

ねん 

せいきゅう

きごう 
ないよう 

ちいさいタネ 
エリック・カール／さく   

ゆあさ ふみえ／やく 
偕成社 1990年 ｴﾎﾝ/ｶ 

つよい風
かぜ

がふくようになると、花
はな

のタネたちは空中
くうちゅう

にとびちってとお

いところまではこばれていきます。その中
なか

でもとくべつちいさいタネは、

たいようのねつや氷山
ひょうざん

にくじけることなく、ぶじに土
つち

の上
うえ

に落
お

ちました。

やがてあたたかくなるとちいさい草
くさ

になりました。 

うずらちゃんのたからもの きもと  ももこ／さく 福音館書店 2013年 ｴﾎﾝ/ｷ 

今日
き ょ う

はおかあさんのたんじょうびです。おとうさんがお花
はな

をプレゼント

したので、うずらちゃんもなにかおくりたくてひよこちゃんにそうだんし

ました。うずらちゃんとひよこちゃんは、お花よりもっといいものをさが

しにでかけます。いいたんじょうびプレゼントは見
み

つかるのでしょうか？ 

ショベルくんとあおいはな 
ヨーゼフ・クフラー／さく  

石津  ちひろ／やく 
学研プラス 2018年 ｴﾎﾝ/ｸ 

はたらくくるまたちは、たくさんのビルやどうろをつくっています。あ

るひショベルくんはあおい花
はな

をみつけ、せわをしていました。ところがド

ーザーくんに花をきられてしまいます。花のたねをみつけたショベルくん

は、とおいやまのうえにたねをはこんでそだてました。 

蝶
チョウ

の目と草はらの秘密
ひ み つ

 

ジョイス・シドマン／文  

ベス・クロムス／絵  

百々  佑利子・藤田  千枝／訳 

冨山房 2011年 ｴﾎﾝ/ｸ 

花
はな

たちは花のまんなかの、ぎっしり花粉
か ふ ん

がつまっているきれいな模様
も よ う

でチョウをひきよせます。花たちはチョウの受粉
じゅふん

によってより多
おお

くの花を

さかせることができます。植物
しょくぶつ

・昆虫
こんちゅう

・動物
どうぶつ

などが共存
きょうぞん

している自然
し ぜ ん

の草
くさ

はらの営
いとな

みが緻密
ち み つ

な絵
え

で描
えが

かれています。生
い

き物
もの

たちの秘密
ひ み つ

を探
さが

しにい

きましょう。 

はるがきた 

ジーン・ジオン／文  

マーガレット・ブロイ・グレアム／絵  

こみや ゆう／訳 

主婦の友社 2011年 ｴﾎﾝ/ｸ 

はるがなかなかこず、はいいろのまちがありました。 まちのみんなは

はるをまつのをやめ、まちじゅうにえをかきました。まちはうまれかわっ

たようにあかるくなりました。しかし、あめがふってえがすべてながされ

てしまいました。まちはどうなってしまうのでしょうか。 

あかりの花 中国苗族民話 

肖 甘牛／採話 

君島 久子／再話  

赤羽 末吉／画 

福音館書店 1985年 ｴﾎﾝ/ｱ 

ある夏
なつ

の日
ひ

、トーリンという若者
わかもの

が汗
あせ

を流
なが

しながら山
やま

で働
はたら

いていまし

た。汗のつぶが岩
いわ

のくぼみにこぼれて、そこからまっ白
しろ

なユリの花
はな

がさき

ました。さらに風
かぜ

にのってきれいな歌声
うたごえ

がきこえてきます。この日からト

ーリンは山へ行
い

くのが楽
たの

しみになりました。 


